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　昨年10月28日に宮川小学校で150周年記念式典が開かれました。あわせて、記念行事として
「宮川ドリームゼミ」（職業体験）が行われました。子どもたちが将来の夢や希望を見つける時間
にしてほしいと地域の企業の協力を得て、33業種のブースが設けられ、茅野市社会福祉協議会も
参加しました。（詳しくは次ページをご覧ください）
　子どもたちは、専門的な知識や技術を教えてもらい、実際の仕事道具に触れるなどの体験をし
ました。仕事のやりがいや楽しさ、大変さを話す講師の話に真剣に耳を傾ける子どもたちの姿が
印象的でした。

地域や職業を知ろう！　宮川ドリームゼミ
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　参加した子どもたちからは「福祉のことがよくわかった」「赤い羽根共
同募金がどう使われているかわかった」などの感想がありました。少しで
も福祉を身近に感じてもらえる機会になったこと、うれしく思います。

茅野市社会福祉協議会の取組や
赤い羽根共同募金の仕組を知ろう！

　宮川ドリームゼミの社協ブースでは、社協が取り組んでいる様々
な活動と、社協が事務局を務める赤い羽根共同募金の仕組や募金の
使いみちについて紹介。また、点字器で点字を打ったり、点字本や
車いすに触れてもらいました。

　共同募金のコーナーでは、　募金用のカプセルトイ　（ガチャガ 
チャ）に入れる景品用と、持ち帰り用として各自がデザインした缶
バッジを作りました。

缶バッジ作り

車イス体験

かわいいのが
出来たよ！

福祉を身近に
感じられたかな？

点字体験

一定の力で点を
打つって難しい～

車いすを開くことが
できるかな？

不安を与えないように
優しく車いすを押します

子どもたちが缶バッジを
作る様子を見守る

今井社協会長

カプセルトイ
（ガチャガチャ）

こういう募金の
仕方もあるんだね

ガチャ募金設置場所：茅野市ひと・まちプラザ／駅前ちの旅案内所

　赤い羽根共同募金の事務局を務める社協では、市内２ヶ所にカプセルトイ（ガチャガチャ）を設置して
います。ガチャ募金は１回200円で、グッズ製作にかかる費用を除いた100円が募金になります。
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　毎年、美容室イッピーで開催されている「チャリティーカット」を今年も開催します。売上金は全額、
茅野市社会福協議会へ寄附されます。カットを希望される方は事前にご予約をお願いします。

《日　時》　令和５年２月19日（日）受付　午前９時～午後４時
《料　金》　子どもから大人まで お一人1,000円（カットのみ）
　　　　　　※シャンプーを希望される方は1,500円

《会場／問合せ先》

　　美容室イッピー　☎82―1582
　　茅野市中沖5―13（諏訪ステーションパーク南・カンデオホテルズ茅野 前）

チャリティーカットを開催します！

　鼎談の中で挙げられた「みんな知らないだけで、茅野市にはいいところがたくさんある」「茅野
市で生まれ育った子ども達が30年後に帰って来たくなるような区や地域にしたい」というフレー
ズが今後の地域づくりにも繋がるのではないでしょうか。

第59回 茅野市社会福祉大会
　令和４年11月27日（日）に社会福祉大会が３年振りに『ゆい 
わーく茅野』を会場として開催しました。地区の関係者、社協の役
職員等の約80名が参加し、「“ともに生きる豊かな地域社会”の実現
を目指して」をテーマに茅野市の地域福祉のあり方を考えました。

　第１部では、社会福祉に貢献いただいた方、社会福祉事業のため
高額の寄附をいただいた方の表彰を行いました。

　第２部では、基調報告として、令和３年９月に宮川の高部区な
どで発生した土石流災害を振り返り、人的被害がなかった要因、そ
こから見えた普段の地域福祉活動のあり方、繋がりの大切さにつ
いて確認しました。
　また、茅野市において福祉や地域づくりの活動を実践している
方２名（高木宏明氏、半田晴奈氏）をゲストに迎え、今井敦社協
会長との３者の鼎談（ていだん）を行い、将来に継続していく地
域福祉の推進について考えました。

ご協力ありがとうございました

　令和４年度の『ひとにぎりのお米(支援米)』募集につきましては、
２団体、41名の方々にご寄附いただきました。
　お預かりしましたお米は、それぞれ上記の団体の他、市内で生活
に困っている世帯に配布させていただきます。ご協力いただいたみ
なさん、本当にありがとうございました。
　なお、社会福祉協議会では年間を通じて、フードドライブの活動
を行っています。詳細はお問い合わせください。

【支援米合計】　1,793kg　（R4.12.20現在） 

【受け渡し団体】　
　①ＳＯＳネットワークすわ　　　　　　　②児童養護施設　つつじが丘学園（岡谷市）　　　　
　③長野きずな村実行委員会(長野市)　　④カフェ天香（市内こども食堂）
　⑤市内で生活に困っている世帯　他
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今回の
クイズ

茅野市内には９つの小学校があります。
一番標高が高い小学校はどこでしょう？

応募要領
　クイズの答え、住所、氏名、年齢（年代）、電話番号に
社協へのご意見、ご要望、やらざあの感想、つぶやきな
ど一言添えて社協（やらざあ編集委員会）までお送り下
さい。ハガキや封書の他、ホームページのお問い合わせ
フォームからも応募できます。正解者の中から抽選で３
名の方に図書カードを差し上げます。

応募締め切り　令和5年2月8日（水）

前回のクイズの答え　5

当選者
中根秋子さん（ちの）　　　荻上亜子さん（玉川）
矢崎深雪さん（宮川）　　　両角涼菜さん（米沢）
柳平さん（ちの）

当選された方には図書カードをお送りいたします。

　ご応募ありがとうございました。
　

標高が高いのは？
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社協広報紙 の発行にはみなさんの社協会費と共同募金が使われています。

◦ 早くも来年の干支は卯年。「家内安全」「飛躍」「向上」という意
味で来年こそは新型コロナウイルスの終息を願い皆様が健康で
茅野どんばんの開催できる年でありたいです。

 （宮川　50代女性）

◦ やらざあを読んで社協さんの活動の広さに驚きました。お互い
に助け合って、より良い茅野市になれば良いと思いました。

 （宮川　40代女性）

◦ フードドライブ活動の記事を見て食品ロスを娘と一緒に考える
機会になりました。とても素敵な活動をしていて、私たちも意
識が高まりました。 （米沢　9歳保護者）

◦ 社協の広報紙がとても見やすく読みやすくなりました。クイズ
もわかりやすく子どもでもわかるので良いと思います。今後ま
すます福祉が大事になりますのでがんばってください。

 （塚原　70代女性）

◦ 楽しみに拝読させていて頂き、勉強になりありがとうございま
す。 （米沢　女性）

◦ とてもためになります。これからも色々な活躍お願いいたしま
す。 （塚原　60代女性）

◦ 私も高齢者の一歩手前です。いつ皆さんにお世話になること 
か…なかなか暮らしにくい社会で若いうちは考えなかった事
も、年を取れば嫌でも考えなくてはいけない事ばかり。でも毎
日笑って暮らしたいです。 （泉野　60代女性）ご寄附ありがとうございました

令和4年10月1日～令和4年11月30日まで
【寄贈】
土橋和子様 はがき35枚

【寄附金】
小笠原弘三様 50,000円
八ヶ岳総合博物館ボランティア「ねじばな」様 22,600円
茅野市ソフトボール協会　会長原嘉樹様 64,200円
八十二銀行　こまくさ会様 40,000円
匿名 2,000円

【遺志金】
矢島元文様 100,000円
牛山津人志様 30,000円（居宅介護事業所に指定寄附）
匿名 100,000円

【フードドライブ】
両角美代子様 かぼちゃ 40個・玉ねぎ21個
丸山貴市様 もち米96㎏
武居様 食品26点
八十二銀行様 食料品203点・日用品19点
蓼科岳心会様 食料品51点
林　智彦様 かぼちゃ 25.6㎏

みなさんからいただいたご寄附は、社協運営事業、ボランティア活
動の支援等にも使われています。
※この他にも匿名で多くの物品やご寄附をいただいております。

心配ごと相談
どんなことでもご相談ください。
毎週金曜日　午前9時～正午
相談員：社協職員

結婚相談
結婚を望まれる方の相談
毎月第1・3土曜日　午後1時～午後4時
毎月第2・4金曜日　午後6時30分～午後8時30分
相談員：結婚相談員

司法書士の法律相談（予約制）
身近な法律に関する相談
毎月第2水曜日　午後3時～午後5時
相談員：司法書士

すべての相談会場は
社協相談室（茅野市ひと・まちプラザ2階）になります。

☎73－4431
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止又は、電話
による相談になる場合があります。
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